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京

都
大
學
経
濟
學
會
規
則

第
一
條
　
本
會
を
京
都
大
躍
経
濟
毘
曹
と
　
栴
す
る

第
二
條
　
本
會
は
左
の
會
員
を
以
て
組
織
す
る

　
　
㈲
正
倉
員
　
京
都
大
學
経
濟
畢
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　

助
手
及
同
毘
部
出
身
者

　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
紹
濟
星
部
恩
生

　
　
㈲
墨
生
會
員

　
　
内
賛
助
⑰
員
　
本
會
の
事
業
ル
賛
助
す
る
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
教
授
、
講
師

　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
卑
法
學
部
教
授
、

　
　
⇔
名
轡
禽
員

第
三
條
楡
繋
曙
賠
麗
灘
難
臨
潮
禰
叢
L
の
頒

第
四

條

特
別
の

場
合
に
限
り
前
二
條
に
定
め
ら
れ
た
會
員
以
外

　
　
　
　
の
者
に
も
會
員
に
準
ず
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
る

第
五
條
　
本
會
の
事
務
所
は
京
都
大
星
縛
濟
墨
部
内
に
置
く

第
六
條
　
本
曾
は
左
の
事
業
を
行
う

　
　
一
、
機
關
雑
誌
「
経
濟
論
叢
」
を
襲
行
す
る
こ
と

　
　
　
　
「
経
濟
論
叢
」
は
短
月
一
回
稜
行
す
る
、
但
し
臨
時
特

　
　
　

別
號
を
畿
行
す
る
こ
と
が
あ
る

　
　
二
、
　
「
縛
濟
恩
研
究
叢
書
」
を
稜
行
す
る
こ
と

　
　
三
、
毎
月
一
回
恩
術
研
究
會
を
開
催
す
る
こ
と

　
　
四
、
飼
年
一
回
公
開
講
演
曾
を
開
催
す
る
こ
と

第
七
條
　
（
略
）

第
八
條

第
九
條

　　　第
　　　十
セ・）（ロ）θ）f廉

（略
）

旬
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
は
此

限
り
で
は
な
い

會
員
は
左
の
會
費
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

正

會
員
年
額
八
百
圓

學
生
愈
員
　
年
額
　
七
百
圓

賛
助
會
員
　
年
額
　
萱
萬
圓
以
上

第
㌔
條
遵
鑛
則
鐘
轟
鶏
麩
の
庭
分
は
評
曇
會

　
　
　
　

の
決
議
に
よ
る

　
昭
和
二
十
七
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
脛
濟
學
會

…次
…

目…刊…
…既
一

第
七
十
二
巻
　
第
五
號

マ
ブ

リ
研
究
…
…
…
…
・
…
…
・
…
：
…
…

フ

ィ
ジ
オ
ク
ラ
ー
ト
と
古
典
學
派
・
…

日
本
鐵
鋼
業
に
お
け
る
日
鐵
資
本

　
の

地
位

…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
…
河

「
日
本
勧
業
銀
行
史
」
　
「
同
資
料
」
…
堀
　　定十
菱由偵一
　　山月
山中ノ’百
　眞○登
　　圓行
泉晴

合
　
信
　
雄

江
　
保
　
藏

　
　
第
七
＋
二
巻

第

六
號

　
紅
」
㎝
罐

　
　
　
　

マ
ル
ク
ス
死
後
七
十
年
記
念
特
集

マ

ル
ク

ス

経
濟
學
の
現
代
的
意
義
…
・
－
岸
本
誠
二
郎

剰
絵
償
値

率
・
利
潤
率
・
利
㊨
率
…
－
岡
部
利
良

資
本
制
生
産
就
會
の

基
本
的

　
矛

盾
と
恐
慌
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
吉
村
達
次

マ

ル
ク

ス

「
経
濟
…
學
批
M
判
膿
系
」

研
究
序
詮

…
…
…
…
・
…
…
酷
齢
博

林
業
地
代
論
の
一
考
察
…
…
…
…
…
－
・
鶴
嶋
雪
嶺

　
　第
七
＋
三
巻

第
一
號
　
㌫
言
諮

賓
本
蓄
積
と
外
國
質
易
…
…
…
…
…
…
松
　
井

ド
イ
ッ
帝
國
主
義
と
経
濟
政
策
…
…
…
大

信
用
貨
敷
m
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
…
…
眞

日
本
鐵
鋼
業
の
問
題
貼
…
…
…
…
…
…
菅

清

野
　
英
　
二

藤

素
　
一

谷

重
　
干



　
　
　

政
黛
蓮
合
蓮

動
の
基
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
十
三
巻
　
　
一
二
二
　
　
第
二
號
　
　
四
六

こ

で
、
昭
和
四
年
以
降
の
農
業
恐
慌
を
兼
盤
と
し
て
生
じ
た
軍
部
革
新
將
校
と
農
民
蓮
動
と
の
結
合
が
政
府
匡
農
政
策
の
宜
施
（
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
ち

以
降
）
と
農
民
経
濟
の
小
康
化
（
六
年
に
は
恐
慌
の
「
底
」
に
ま
で
落
ち
こ
ん
だ
が
七
年
を
韓
機
と
し
八
年
に
は
「
特
殊
な
る
不
景
氣
局
面
」
へ
浮

ぴ

あ
が
つ
た
）
に
よ
つ
て
解
閤
し
、
八
年
に
は
『
非
常
時
ー
反
動
小
康
時
代
』
が
現
出
し
、
こ
こ
に
金
融
資
本
家
的
重
臣
勢
力
が
バ
ッ

ク

と
な
つ
た
『
朝
飯
會
」
、
さ
ら
に
金
融
賓
本
の
エ
ー
ゼ
ン
ト
『
番
町
會
』
の
政
治
活
動
（
政
裳
復
元
）
が
展
開
さ
れ
る
ゆ
え
ん
に
論
及

し
、
こ
れ
ら
「
現
猷
維
持
」
諸
勢
力
の
政
黛
連
合
運
動
が
櫃
密
院
副
議
長
午
沼
の
影
響
下
に
あ
る
司
法
官
僚
や
貴
族
院
、
既
成
政
薫
の

親
軍
涯
、
さ
ら
に
観
念
右
翼
的
軍
部
の
反
攻
に
あ
つ
て
、
つ
い
に
『
帝
人
事
件
』
に
埋
葬
せ
し
め
ら
れ
て
ゆ
く
肚
會
1
1
経
濟
的
背
景
が

検
討
・
老
察
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
・
九
・
ニ
ー
（
以
下
衣
號
）
ー

　
　
【
補
記
】
　
績
稿
を
も
含
め
て
本
稿
は
、
二
十
八
年
度
文
部
省
科
學
助
成
金
の
補
助
に
負
う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
の
研
究
報
告
で
あ
る
。
感
謝
の
意
を

　
　
　
　
表
し
て
お
く
。

市鎌聯
原倉戸

執
　
筆
　
者
　
紹
　
介

正
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後
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一

堀
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昇蔵
」1｛］’

／　、

京
都
大
堅
名
讐
教
授

京
都
大
學
助
手

京
都
大
畢
大
毘
院
墨
生

京
都
大
謬
大
望
院
研
究
奨
學
生

京
都
大
畢
敦
授



恒
藤
恭
・
末
川
博
編
集

季

刊
法
律
學
第
＋
七
號

　

特
集
　
新
中
國
の
法
律
制
度

　

編
集
者
の
こ
と
ば
…
…
…
…
…
…
李
野
義
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都

線
　
論

　
ー
人
民
民
主
政
樺
の
國
家
．
膣
制
…
…
干
野
義
太
郎
　
　
京

土

地

改

革

泣
・
…
…
…
…
・
…
・
…
旗
田

婚
　
　
姻
　
　
法
：
…
…
…
…
…
…
・
仁
井
田

勢

働

組

合

法
・
・
…
…
…
・
…
…
：
・
本
橋

私
螢
企
業
暫
行
條
令
…
…
…
…
…
…
幼
方
直

貿
　
易

　
法
　
規

…
…
…
…
…
：
…
・
米
澤
秀

司
　
法
　
制
　
度

　ー
そ
の
特
質
と
機
能
…
…
：
…
：
：
…
幅
島
正

反

革

命
條
令

　ー
反
革
命
犯
罪
に
封
す
る
闘
宇
…
…
宮
　
内

　附選
あ録

夫吉渥陞

卑
　
　
法
…
…
…
…
…
…
・
：
高
橋
勇

中
國
人
民
政
治
協
商
曾
議
共
同
綱
領

と
が
き
…
…
…
…
…
…
・
…
：
末
川
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　

定
債
　
二
〇
〇
圓

閣斐有

治裕　夫

　東京

一一
　
合
臼
　
員
　
　
　
辞
濟
論
叢
に
ノ
昨
年
七
月
よ
n
月
々
刊
行
賓
し

　
各
位
へ
　
・
　
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
機
曹
に
仔
哲
を
鶉
人

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
．
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一
、
會
費
納
入
先

　
　
　

京
都
市
左
京
匿
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
経
濟
恩
部
内

　
　
　
　
　
　
　
　
京

都

大
學
経
濟
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　
一
、
會
費
　
年
額
　
八
〇
〇
圓
（
前
納
）

　
一
、
會
員
各
位
の
本
籍
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、
卒
業

　
　
　
年
次
、
就
職
先
を
學
會
ま
で
御
通
知
下
さ
い
，

　
一
、
會
員
外
の
雑
誌
購
入
は
右
斐
閣
へ
お
申
込
下
さ
い
，

酬
竺
猛
竺
朋
三
晶
馴
　
震
山
ハ
・
圓

　
　
　
　
　
　
酬
篠
操
　
前
田
　
昇
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
M
七
條
御
所
ノ
内
東
町
三
九
番
地

　
　
　
　
　
　
印

刷
所
　
　
中
村
印
刷
株
式
會
耐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
勝
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
隔
吉
川
本
町

　
　
　
　
　
　
護

行

所
　
　
京
都
大
學
経
濟
學
愈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
座
大
阪
五
〇
五
三
九
惜

　
　
　
　
　
　
稜

費

所
　
株
式
曾
杜
有
斐
閣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本

　
肚
懸
聾
硲
躯
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
支
店

鯨
講
惑
鷺
㌔
馴
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